
動
脈
・
静
脈
産
業
の
連
携
強
化

中
環
審

小

委
脱
炭
素
型
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
へ

健
全
な
水
循
環
な
ど
普
及
啓
発

地
下
水
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進

中
央
環
境
審
議
会
循
環
型

社
会
部
会
は
９
月
２７
日
、
東

京
・
千
代
田
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
新

橋
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ

ー
で
第
２
回
「
静
脈
産
業
の

脱
炭
素
型
資
源
循
環
シ
ス
テ

ム
構
築
に
係
る
小
委
員
会
」

（
委
員
長
・
酒
井
伸
一
公
益

財
団
法
人
京
都
高
度
技
術
研

究
所
副
所
長
）
を
開
き
、
脱

炭
素
型
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
た
具
体
策
を

打
ち
出
し
た
。
サ
ー
キ
ュ
ラ

ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
Ｃ
Ｅ＝

循

環
型
経
済
）
の
さ
ら
な
る
推

進
へ
動
脈
産
業
と
静
脈
産
業

の
連
携
を
強
化
す
る
。

同
小
委
で
は
資
源
循
環
で

直
面
す
る
課
題
と
検
討
の
方

向
性
に
つ
い
て
議
論
。
日
本

の
高
度
な
技
術
力
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
て
Ｃ
Ｅ
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
温
室
効
果

ガ
ス
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
２

０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
を
め
ざ
す
。

具
体
的
に
は
①
動
静
脈
連

携
の
構
築
②
官
民
の
連
携
処

理
シ
ス
テ
ム
の
確
立
③
静
脈

産
業
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
化
④
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
対
応
す
る
資
源
循

環
体
制
の
構
築
―
―
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
こ
の
う

ち
動
静
脈
連
携
の
構
築
で
は

製
品
を
製
造
・
加
工
す
る
動

脈
産
業
と
消
費
財
を
リ
サ
イ

ク
ル
・
再
加
工
す
る
静
脈
産

業
の
連
携
を
抜
本
的
に
強
化

す
る
。
企
業
や
業
種
の
垣
根

を
越
え
て
動
脈
企
業
と
静
脈

企
業
が
目
標
を
共
有
し
、
循

環
の
輪
を
形
成
す
る
よ
う
支

援
す
る
方
針
だ
。

官
民
の
連
携
処
理
シ
ス
テ

ム
の
確
立
で
は
再
利
用
す
る

た
め
の
廃
棄
物
を
確
保
す
る

仕
組
み
整
備
、
循
環
型
社
会

形
成
に
積
極
的
な
地
方
自
治

体
の
サ
ポ
ー
ト
、
資
源
循
環

に
必
要
な
情
報
の
共
有
、
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
実
績

の
把
握
、
産
業
競
争
力
の
強

化
、
経
済
安
保
へ
の
対
応
、

地
域
活
性
化
の
促
進
な
ど
を

行
う
。

静
脈
産
業
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
化
で
は
省
エ
ネ

設
備
の
導
入
や
施
設
の
省
エ

ネ
改
修
な
ど
を
通
じ
て
資
源

循
環
の
脱
炭
素
化
を
促
進
し

て
い
く
。

内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本
部
事
務
局
は
９
月
２２
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
会

議
室
で
第
１３
回
「
水
循
環
施
策
の
推
進
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
（
座
長
・
沖
大
幹
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
教
授
）
を
開
催
し
た
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
も
併
用
し
、
健
全
な
水
循
環
に
関
す
る
普
及
啓
発
や
企
業
連
携
の
取
り
組

み
、
地
下
水
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
繰
り
広
げ
た
。
水
循
環
に
関
心
を
示
す
企
業
が
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
を
め
ど
に
先
進
的
な
企
業
の
認
定
制
度
を
創
設
す
る
考
え
だ
。

当
日
の
有
識
者
会
議
で
は

冒
頭
、
中
込
淳
水
循
環
政
策

本
部
事
務
局
長
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
日
本
全
体
が
水
の

使
い
方
に
注
目
し
て
お
り
、

水
循
環
施
策
を
流
域
全
体
で

推
進
す
る
時
期
が
到
来
し
て

い
る
。
適
切
な
施
策
を
通
じ

て
流
域
水
循
環
計
画
の
策
定

が
遅
れ
て
い
る
地
域
を
し
っ

か
り
と
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
、
積
極
的
な

議
論
を
促
し
た
。

続
い
て
沖
座
長
が
「
激
甚

化
す
る
気
候
変
動
へ
の
取
り

組
み
は
流
域
全
体
で
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
使
え
る
も
の

は
何
で
も
活
用
し
、
幅
広
く

最
先
端
技
術
を
導
入
し
て
い

く
べ
き
だ
。
治
水
・
利
水
・

水
循
環
な
ど
を
一
体
化
し
た

最
適
な
水
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

追
求
し
て
い
く
」
と
意
欲
を

示
し
た
。

こ
の
あ
と
事
務
局
が
令
和

５
年
版
水
循
環
白
書
に
つ
い

て
説
明
。
今
回
は
①
新
た
な

フ
ェ
ー
ス
に
入
っ
た
水
循
環

の
取
り
組
み
の
動
向
②
健
全

な
水
循
環
の
維
持
・
回
復
に

向
け
た
取
り
組
み
に
関
す
る

今
後
の
展
望
―
―
な
ど
で
構

成
さ
れ
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み

を
紹
介
し
て
い
る
。
水
循
環

施
策
は
関
係
者
が
連
携
し
て

推
進
す
る
方
向
に
変
化
し
て

お
り
、
地
域
振
興
や
若
年
層

の
参
加
を
促
進
す
る
創
意
工

夫
が
必
要
と
強
調
し
た
。

健
全
な
水

循
環
に
関
す

る
普
及
啓
発

・
広
報
・
教

育
に
つ
い
て

は
学
校
教
材

な
ど
の
さ
ら

な
る
充
実
を

め
ざ
す
。
ま

た
国
際
的
な

取
り
組
み
で

は
３
月
に
開

か
れ
た
国
連

水
会
議
、
４

月
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
水
サ

ミ
ッ
ト
首
脳
級
会
合
で
岸
田

首
相
が
表
明
し
た
「
熊
本
水

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
、
今
年

開
催
さ
れ
る
世
界
水
フ
ォ
ー

ラ
ム
な
ど
を
取
り
上
げ
た
。

地
下
水
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推

進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は

今
年
度
か
ら
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
開
設
し
、
地
方
公
共
団

体
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

や
地
下
水
に
関
す
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
構
築
を
進
め
て
い

る
。
先
進
的
事
例
を
紹
介
す

る
地
下
水
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
会
も
引
き
続
き
順
次
開
催

し
て
い
く
。

水
循
環
施
策
の
推
進
に
向

け
た
企
業
連
携
で
は
相
互
の

情
報
共
有
を
一
段
と
加
速
す

る
。
水
循
環
基
本
法
に
規
定

す
る
事
業
者
の
責
務
を
周
知

徹
底
し
、
先
進
的
な
企
業
を

社
会
的
に
認
知
す
る
仕
組
み

づ
く
り
を
行
う
。

東
京
管
工
機
材
商
業
協
同
組
合

理
事
長
向
山
英
雄
氏

４
面
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

有識者会議で活発に意見交換

中込事務局長

沖座長

ＣＥ推進へ具体策示す
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